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再
ひ
王
制
作
者
に
就
て稻

葉

岩

吉

本

誌
前
皺
紙

上

、
瀧
本

博
士

は
、
余

が
か

つ
て
、
魏

了
翁

の
王
制

を
以

て
、
漢

の
孝

女
時
代

の
作

な
り

乙
せ

る
は
、
盧
植

の
説

に
基

づ
け
る
も

の
な
る
を

い
ひ
、
.併

に
盧

の
説
は

、
史

記

の
封
騨
書

に
出

て
た

る

べ
し

ε

の

想
像

を
述

へ
允
る

に
謝

し
、
余

が
何
故

に
了
翁

が
史
記

に
依

ら
す
し

て
、
虚

説
に
基

く

ε
せ

る
や
、
盧

に
は
三

禮

解
話

及

ひ
盧
植
集

あ
り

、
そ

の

何

れ

の
書

に
よ
り

て
、
斯

く
認

め
し

や
ご
反
問

せ
ら
れ
た
り
。

余

に
ご
り

て
、
か

ン
る
反
問

に
答

へ
ん

こ
建
は

、
寧

ろ
當

戒

に
値

す

と
謂

ふ

べ
し
。
何

ε
な
ら
は
、
余
は

、

但
血
博
士

が

、
か

つ
て
玉
制

に
關
か

る
疑
義

を
そ

の
経

第
八
巻
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録

再

ひ
王
制
作
者
に
就
て

第
八
巻

(第
五
號

=
二
一
じ

七

】
八

一

、濟

漫

録
に
揚

げ
5
れ
し
ょ

り
、
か
な

が
た
所

見

を
述

べ

む
、
こ
れ
當
戚

の
二

な
り
。

こ

＼
に
於

て
余

は
遺

憾

な一

…
し
ま

て
の
も

の
に

て
、
余

の
責

任

は
十

分

な
り

ε
思
惟

か
ら
、
博
士

の
要

求

に
臆

す

る
能

は

さ
る
を
提

言

せ
ん

。

す
れ

は
な

り
。
然

こ
も
折

角

の
垂
問

な
れ
は
、
再

ひ
管

余

の
、
魏
了
劣

が

、
史

記
に
よ
ら
す
し

て
、
盧

説

に

.

.見

を
開
陳

す

べ
し
。

.

よ
れ
り

と
す

る
こ

ε
は
、
全
然

想
像

な
り

、
然

ε
も
赤

倉

は
、
博

士

の
御

質
問

な
る
虚
植

の
二
書

は
、
遺
憾

自

ら
因
由

な
き

に
あ
ら
す
。
了

翁
は
、
知

ら

る

、
如

き

.

な
が

ら
共

に
知
見

せ
す

。階

書

の
纒
籍
志

は
、
盧

の
著
述

儒

林
簿
中

の
碩
學

に
.し
て
、
禮

脛

に
關

す
る
著

書
多

き

ε
し

て
禮

記

+
巷

〔漢

北
中
郎
將

盧
植

注
)
ご
構

す

る
も

人

な
り
。
余

は
、

こ

玉
に
於

て
か
以

ら
く
、
了
翁

の
王

の
、
及

ひ
、
腱
植
集

二
巻

を
掲

げ
あ
れ

ε
も
、
後
者

は
、

制

に
閲
す

る
所
見

は

、
史

記

の
所

載

を
直
接

に
探

れ

り

.

.戊

鍋

の
染
代

ま

て
傳
来

し
て
、

而
も
階

に
亡

ひ
な

る
よ

ε

い
ふ
よ

り
は
、
薩

記
注

疏

(漢
郷
民
注

、
唐
孔
穎
蓬

.

し
を
明

記
せ
り

、
古
書

の
佚
文

蒐
集

に
堪
能

な

る
清
人

`
疏

}
に
よ

る
虚

説
を
探
れ

り

ご
す

る
方

、
寧

ろ
妥
當

の

に
す

ら
も

、
本
葉

は
未

だ
摺

撫

せ
ら
れ

さ
り
し

こ
と

＼

見

解
な

る

べ
し
ご
。
試

み

に
王
制
第
五

を
見

よ

、

思

ふ
。
博

士

が
、
か

N
る
性
質

の
下

に
あ

る
も

の
を
取

陸
(徳

明

)
日
盧

云
漢
女

帝
令
槽
十
諸

生
作

此
篇
。

.

り
座

り
て
、
余

に
求

め
ら

る

玉

こ
ご
は

、
寧

ろ
當

戚

の

正
義

…
盧
植

云
漢
孝
交
皇

帝
令
博
士
諸

生
作
此

王
制

一
な

り
、
博

士

は
果
た
盧

に
三

禮
解

話

の
著

あ
り

ご
い

.

之
書
。

(十
三

脛
注
疏

)

,小
、
寡

賜
之

を
知
ら
す
、
漸
江

丁
民

の
藏
書

目
に
は
、

余

の
想
像

は
、
以
上
述

ふ

る
ご
こ
ろ

の
如

し
、
余
は

、

本

書

は
明
人

の
著
述

巳
し

で
録

さ
れ
あ

り
。
晴

書
著
録

必

し
も
甚

し
き
矛
盾

を
信

せ
さ
ら
ん

ご
す

。然

れ

と
も

、

.

の
禮

記
十

巻

は
、
如

何

ご

い
ふ

に
、
雪
膚

書
藝

丈
志
既

余

は
再
四
繰

り
返

へ
し
て
言
明

せ
し
如

く
、

こ

の
推
定

に
之

を
牧

め
さ
れ

は
、

こ
れ
將

た
世

に
完
書

な
か

る

べ

は
、
全
く
想
像

に
過

ぎ
す
.ε
い
ふ

の
外

な
し
、
何

こ
な

く

、
僅

に
清

代

玉
国
本

の
輯
侠

あ

る
に
す
き
す
、
禮
記

ら
は
、
余

は
未

だ
鶴
山
文

集
等
了
翁

の
文
字

を
読

過

]

.

盧
氏

注

な
る

も

の
即

ち

こ
れ

な

り
。
然

と
も

玉
函
本

番
す

る

の
機
會

を
得

さ
れ

ば
な
り
。
博
⊥
⊥
は
、
了
翁

の

.

が

、

果
た
レ

て
、
儘
植

の
面
目

の
幾

部

分
を
蒐

牧
し
得

著

書
を
多

く
藏

せ
ら

る
》
も

の

」
如

し
、
こ

の
黙

に
關

一
だ
る

べ
き

や
、

こ
れ
叉
だ

余

を

し

て

判

断

に

苦

ま

し

し

て
、
更

め
て
余

に
激

ふ
る
あ
ら
は
、
眞

に
幸

甚

な
り
。
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